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2016/6/28（社）東松島みらいとし機構

◆背景・課題認識＜漁業＞

・東松島市の主力産業の一つ

・定置網漁の場合、漁に出て網を

上げてみるまで成果が分からない

・収入は天候、漁師の経験により

大きく左右される

・燃料費や人件費を使い、洋上での作業という危険を

冒しながらも、収入面では不安定

・収入面での不安定さは漁業の担い手不足の一因

・一方、世界的な乱獲等による水産資源の減少を受け、水産

資源管理の重要性が増している
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IoTサービス創出支援事業

事業名 海洋ビッグデータを活用したスマート漁業モデル事業

団体名 スマート漁業モデル推進コンソーシアム

提案者 一般社団法人東松島みらいとし機構、
宮城県東松島市、大友水産株式会社、大野電子開発株式会社、
東北大学、岩手県立大学、早稲田大学、
株式会社ＫＤＤＩ研究所、株式会社ＫＤＤＩ総研

実施地域 宮城県東松島市浜市沖

事業概要 定置網漁において海洋ビッグデータを活用
した、新しい効率的漁業モデルの実証
①漁獲モデル
データに裏付けされた効率的な出漁と、
漁獲方法の実現
②小売モデル
小規模飲食店が漁業者に直接、先行予約する新しい海産物産地直送モ
デルの構築

（社）東松島みらいとし機構 2016/6/28

◆提案事業
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◆実現したいことその１【漁獲モデル】

・ビッグデータ解析により漁師の経験、勘に頼っていた部分を

データに裏付けられたスマートな漁業に変革

＜IoT入力データ＞

気象データ × 潮流データ × 画像データ（水中）× 漁獲データ

＜期待される出力データ＞

⇒ 出漁計画

魚種・漁獲量予測

漁場

網の投入方法

海洋ビッグデータを活用したスマート漁業モデル事業

（社）東松島みらいとし機構 2016/6/28

3



◆実現したいことその２【小売モデル】

・海の中で網にかかっている状態を自分たちの生簀とみなした

海の中からの産地直送販売の実現

＜IoT入力データ＞

前に同じ

＜期待される出力データ＞

⇒ 画像データ（水中）

魚種予測

漁獲量予測

海洋ビッグデータを活用したスマート漁業モデル事業
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◆技術的課題

・スマートブイの省電力化と安定した計測の実現

安価に気象・潮流・画像データを定期的に収集

⇒データ欠損率は１０％以下

・ビッグデータ解析の精度向上

翌日の量の魚種、数量を予測

⇒予測データの誤差４０％以下

・海の産直トライアル

⇒社会実装に向けた課題抽出

海洋ビッグデータを活用したスマート漁業モデル事業
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海洋ビッグデータを活用したスマート漁業モデル事業
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◆カメラ付きブイ
開発：長岡技科大 山崎ネットワーキング研究室
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2016/6/28（社）東松島みらいとし機構

◆実施体制

海洋ビッグデータを活用したスマート漁業モデル事業

全体統括：東松島みらいとし機構（福嶋）

(1)実験系 ：KDDI研究所（大岸）

(2)解析系 ：早稲田大学（小林）

(3)ビジネスモデル系：KDDI総研（斎藤）

(1)実験系

①要件定義

◆東松島みらいとし機構

・東松島市役所

・東北大学

②開発・制作

◆KDDI研究所

・岩手県立大学

・大野電子

③データ取得

◆KDDI研究所

・大友水産

・岩手県立大学

ボード

体制

(2)解析系

①手法定義・モデル化

◆早稲田大学

・KDDI研究所

・岩手県立大学

②データ定義

◆早稲田大学

・KDDI研究所

③データ解析・知見抽出

◆早稲田大学

・KDDI研究所

・東北大学

・大友水産

(3)ビジネスモデル系

①海の産直トライアル

◆KDDI総研

・大友水産
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◆期待される効果

・地域活性化

 データに基づくスマートな漁業

により、高齢化が進む第一次

産業である漁業における

若年就労者層の増加

 地元企業の参画により新しい

IoTデバイス関連産業の創出

 地域定住人口の増加

海洋ビッグデータを活用したスマート漁業モデル事業
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